
 

四
谷
の
千
枚
田 
そ
の
起
源
を
探
る  

四
谷
の
千
枚
田
は
い
つ
頃
か
ら
あ
っ

た(

耕
さ
れ
て
い
た)

も
の
か
、
記
録(

文

献)

が
乏
し
く
。
全
く
不
明
の
ま
ま
で
あ

る
。
私
は
各
市
町
村
か
ら
発
行
し
て
い
る

市
町
村
史(

歴
史
編)

な
ど
を
参
考
に
、
お

お
む
ね
室
町
時
代
に
は…

と
か
、
四
百
年

前
に
は…

、
ま
た
、
大
き
く
七
百
年
前
に

は
既
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
な
ど
と
話
し

た
り
執
筆
も
し
て
き
た
。
四
谷
の
千
枚
田

が
有
名
に
な
る
に
従
い
、
多
く
の
知
見
者

か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
る
し
、
間
違
い

も
あ
る
。
そ
こ
で
、
身
近
に
あ
る
書
籍(

文

献)

か
ら
い
く
つ
か
紐
解
い
て
み
た
。 

〇 

太
閤
検
地(1

5
9
0
)

以
降
、
土
地
生
産

高
を
米
の
量
に
換
算
し
た
も
の
を
「
石
高
」

と
言
う
。 

そ
の
石
高
で
表
示
さ
れ
た
文
献
が
鳳

来
町
誌 

歴
史
編(

平
成
六
年)

に
あ
っ
た
。

こ
れ
を
紐
解
く
と
、
天
正
十
八
年(

15
9
0)

の
石
高(

村
高)

が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
後
、
海
老
菅
沼
氏(

俗
称)

慶
安
元
年

(
1
6
4
8)

領
地
目
録(

三
千
石)

に
於
い
て

も
当
地
に
於
け
る
石
高
の
変
動
が
あ
ま

り
な
い
こ
と
か
ら
前
者
を
参
考
に
し
た
。 

大
代
村 

四
十
三
石
、
大
林
村 

三
十
七

石
、
布
留
宿
村(

古
宿)

 

二
十
三
石
、
身
平

橋
村 

百
五
石
、
小
野
村(

与
良
木)

 

四
十

八
石
、
真
菰
村 

二
十
四
石
、
方

瀬
村 

六
十
二

石
の
記
録
が

あ
る
が
、
石
高

は
米
の
生
産

量
ば
か
り
で
な
く
、
他
の
農
作
物
を
米
の

単
価
に
換
算
し
た
も
の
も
含
ま
れ
て
お

り
、
参
考
と
し
た
。 

〇 

田
楽
は
平
安
時
代
中
期(888

～1068

年)

に
は
稲
作
に
関
す
る
芸
能
で
「
田
植

え
前
に
豊
作
を
祈
る
田
遊
び
」
と
し
て
発

祥
、
伝
承
さ
れ
て
き
た
民
族
芸
能
で
あ
る
。 

こ
の
地
方
で
は
、
鳳
来
寺
田
楽
が
源
と
な

り
、
黒
沢
田
楽
、
田
峯
田
楽(

と
も
に
国
指

定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財)

が
現
在
も
行

わ
れ
て
い
る
。
田
峯
田
楽
は
「
文
明
二
年

(
1
4
7
0
)

田
楽
、
道
貝
津
薬
師
堂
よ
り
御
引

取
被
成
候
」
と
の
記
録
が
あ
る
。
そ
の
、

流
を
く
む
四
谷
田
楽(
昭
和
十
四
年
を
最

後
に
途
絶
え
た)

も
農
家
の
歌
舞
と
し
て

行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
ル
ー
ツ
を
辿
る
と
、

亨
保
九
年(

1
72
4
)

に
筆
写
し
た
田
楽
帳

が
あ
る
。
こ
れ
は
、
筆
写
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
田
楽
を
大
代
村
と
継
承
し
て
い
た

小
代
村
が
慶
安
元
年(1648)

に
現
設
楽

町
に
分
村
し
た
経
緯
が
あ
る
。 

田
楽
は
、
天
文
十
三
年(1544)

頃
か
ら

「
放
下
」
、「
は
ね
こ
み
」
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。 

〇 

田
内
郷 

西

田

内

伊

豆

神

社

の
天

文

九

年

(
1
5
4
0
)

の
棟
札
に
「
田
内
郷
」
の
銘
が
あ

る
。
田
内
郷
は
東
田
内
、
西
田
内
、
小
代
、

塩
津
、
大
代
、
田
代(

神
田)

、
平
山
の
各

村
を
包
括
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。(

設

楽
町
誌 

通
史
編 

平
成
十
七
年) 

余
談
で
は
あ
る
が
、
田
内
郷
の
各
村
は

鞍
掛
山
を
囲
む
場
所
に
あ
り
、
地
名
の
多

く
が
「
田
」
や
「
代
」
に
纏
わ
る
こ
と
か

ら
推
察
し
て
も
、
す
で
に
、
稲
作
は
行
わ

れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。 

ま
た
、
江
戸
時
代
に
年
貢
米
を
一
時
保

管
し
た
り
、
飢
饉
や
災
害
に
備
え
て
穀
物

を
貯
蔵
す
る
た
め
の
郷
蔵(

設
楽
町
有
形

民
族
文
化
財)

は
西
田
内
に
郷
倉
と
し
て

現
存
す
る
。 

〇 

村
の
生
い
た
ち 

水
稲
耕
作
を
基
本
と
す
る
日
本
の
「
村
」

で
は
、
水
利
慣
行(

新
田
開
発)

や
山
川
藪

沢(

棚
田
な
ど)

の
利
用
な
ど
か
ら
発
し
、

領
主
が
農
民
に
課
せ
る
年
貢
割
付(

村

石)

を
各
村
ご
と
に
ま
と
め
て
供
出
し
た
。 

「
海
老
風
土
記
」
か
ら
紐
解
く
と
、
大

宝
元
年(701)

大
宝
律
令
が
制
定
さ
れ
た

直
後
か
ら
大
代
村
、
大
林
村
、
古
宿
村
、

身
平
橋
村
に
区
分
さ
れ
て
お
り
、
明
治
十

一
年(1878)

四
谷
村
に
、
豊
真
村
、
小
野

村
、
須
山
村
は
連
合
村
と
な
っ
た
。 

こ
れ
ら
の
文
献(

写
真)

を
も
と
に
考

察
す
る
と
約
四
百
年
前
に
は
、
す
で
に
棚

田(

四
谷
の
千
枚
田)

が
あ
っ
た
で
あ
ろ

う
と
、
も
っ
と
も
っ
と
、
遡
っ
て
大
宝
律

令
が
制
定
さ
れ
た
千
三
百
年
も
以
前
か

ら
、
こ
の
地(

四
谷
の
千
枚
田)

て
は
稲
作

が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
、
あ
な
が
ち
間

違
っ
て
い
な
い
。
と
推
量
し
た
。(

舜) 
 
 
 
 
 

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 
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生
産
活
動 

一
月
三
十
日
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
制
度(
直
払
い)

四
谷
集
落
協
定
は
生

産
活
動
の
一
環
と
し
た
環
境
保
全
活
動

を
実
施
し
た
。 

作
業
は
、
ふ
れ
あ
い
広
場
に
徒
歩
で
歩

く
穴
ぼ
こ
道
の
補
修
、
同
用
水
路
の
分
岐

付
近
の
整
備
、
十
王
堂
付
近
の
除
伐
、
千

枚
田
中
間
地
点(

中
島)

の
沢
沿
い
の
除

伐
・
整
備
を
四
班
に
分
か
れ
、
実
施
し
た
。 

田
起
し
＆
田
ん
ぼ
跳
び 

 

地
元
鳳
来
寺
小
学
校
の
五
年
生
は
校

外
学
習
の
一
環
と
し
て
、
多
様
性
に
富
ん

だ
「
四
谷
の
千
枚
田
」
で
稲
作
体
験
を
通

し
た
勉
学
に
勤
し
ん
で
い
る
、 

例
年
、
十
二
月
に
五
年
生
と
四
年
生
は

新
学
期
の
引
継
ぎ
と
し
て
田
起
し
と
田

ん
ぼ
跳
び
を
行
っ
て
き
た
が
、
各
種
学
校

行
事
と
重
な
り
、
新
年
を
迎
え
た
十
八
日
、

雪
の
降
る
中
、
田
起
し
を
行
っ
た
。 

田
起
し
を
終
え
た
子
供
た
ち
は
、
待
ち

か
ね
た
と
ば
か
り
田
ん
ぼ
飛
び
に
挑
戦
。

怪
我
も
な
く
、
ワ
イ
ル
ド
な
遊
戯
に
子
供

た
ち
の
嬉
々
と
し
た
表
情
が
、
な
ん
と
も

爽
や
か
で
あ
っ
た
。 

節 

分 

季
節
の
変
わ
り
目
で
あ
る
節
分
は
邪

気
を
祓
い
清
め
、
一
年
間
の
無
病
息
災
を

祈
る
行
事
で
、
神
社
仏
閣
や
、
一
般
家
庭

て
も
「
鬼
は
外…

福
は
内…

」
と
豆
ま
き

が
当
た
り
前
に
行
わ
れ
て
い
る
。
昨
今
で

は
「
恵
方
巻
」
と
か
も
流
行
っ
て
い
る
よ

う
だ
。 

我
が
家
で
は
、
火
で
炙
っ
た
イ
ワ
シ
の

頭
を
ク
ロ
モ
ジ
の
枝
に
刺
し
て
ヒ
イ
ラ

ギ
と
ア
セ
ビ
を
一
緒
に
束
ね
玄
関
に
飾

る
。
所
以
は
、
炙
っ
た
イ
ワ
シ
は
臭
く
、

ヒ
イ
ラ
ギ
は
鬼
の
目
を
突
く
、
ア
セ
ビ

(

馬
酔
木)

は
有
毒
植
物
で
馬
で
も
誤
っ

て
食
べ
る
と
苦
し
む
ほ
ど
の
毒
を
持
ち
、

鬼
で
も
退
散
す
る
ら
し
い
。
ク
ロ
モ
ジ
は

丈
夫(

健
康)

の
意
味
が
あ
る
そ
う
だ
。 

          

雪
降
り
の
多
い
冬 

 

作
年
末
の
十
二
月
二
十
六
日
、
三
十
一

日
、
年
明
け
の
六
日
、
十
三
日
、
十
八
日

二
月
五
日
、
六
日
と
最
近
で
は
珍
し
く
降

雪
日
が
多
い
。 

 

昔
か
ら
、「
雪
が
多
い
年
は
豊
作
だ…

」

と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
う
い
え
ば
、
こ
こ

数
年
、
台
風
被
害
、
冷
夏
、
獣
害
等
々
、

不
作
で
泣
か
さ
れ
た
。
今
年
こ
そ
は
豊
作

を
念
じ
、
勤
し
も
う
。 

     

行 
 

令
和
四
年
二
月
十
五
日 
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